
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５８２号 

                                                        ～粘り強く考え創造する子(知) 

                                                        ～仲間を思いやるやさしい子(徳) 

                                                        ～進んで体を鍛えるたくましい子(体) 

                                                        ～故郷を誇りに思い愛する子(愛)  
 

なぎさの子  
 

宗谷小学校学校だより 令和７年１０月３１日    

 

 

 

 １０月１２日（日）に宗谷小学校

学芸会を実施しました。 

 今年度は、「失敗を恐れない！」と

いう児童会年間スローガンのもと、

各学年様々な演目に挑戦しました。 

 本校は、児童の人数が少ないた

め、一人一人が多くのことを担当し

なければなりません。 

 学級発表は、器楽やリズム体操な

ど、普段の授業で取り組んでいるこ

との発表でしたが、学芸会のために

より難しいことにもチャレンジしま

した。 

 他にも、太鼓やソーラン、合唱に

演劇など、宗谷小タイムを活用した

り、自主的に休み時間に一生懸命練

習したりしました。時にはうまくい

かないことや意見がぶつかることも

ありましたが、練習の最初のころに

比べて、リーダーの指示が的確にな

ったり行動が素早くなったりと、大

きく成長する場面が見られました。 

 学芸会の取組で得た経験を、これ

からの学校生活にも生かしてほしい

と願っています。 

 保護者の方々には練習期間からの

見守り、当日の声援や片付けのお手

伝いなど、ご協力本当にありがとう

ございました。 

 「スクール体験」ということで、東京から 4年生の男子児童１名が、２日間宗谷小
学校で一緒に学びました。これは、児童のお父さんが、昨年度宗谷小学校が取り組ん
だステンドグラスを照らすための LEDライトを寄贈してくださったことがきっかけで
宗谷の魅力を知り、「ぜひ。」ということになり１年越しで実現しました。 
 短い滞在期間でしたが、宗谷小学校がとても好きになったようで、「もっと長くいた
い。」と言っていたそうです。 
 宗谷小の子供たちにとっても良い刺激となり、今回のことで大切なものが残りまし
た。 
 一番大きなものは、「思いやり」の心です。スクール体験期間中、同級生に関わら
ず、その児童が楽しめるように声を掛けたり、困らないように手助けしたりしている
場面がたくさん見られました。温かい気持ちになれた２日間でした。 
 この大切な財産を残していけるように、みんなで努力していきたいものです。 
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３(月) 文化の日 

 ４(火) 開校記念日 

 ５(水) 全校集会 安全点検週間(～７日) 

     ALT 図書支援員来校日 

 ６(木) 就学児知能検査 

 ７(金) 短縮日課 英検 ESG(６年生)  

定時退勤日 

 ８(土) 就学児内科検診（9：30） 

１０(月) 専門委員会 

１２(水) ＰＴＡ三役会(17：00) 

１４(金) 稚内市教育研究大会 

１５(土) 就学児歯科検診（9：00） 

１６(日) ノーゲーム・ノーメディアデー 

１８(火) 小学校体力向上等訪問 

１９(水) 短縮日課 クラブ 図書支援員来校日 

     ＰＴＡ役員会（18：00） 

２３(日) 勤労感謝の日  

２４(月) 振替休日 

２５(火) 短縮日課  

２６(水) 短縮日課  

２７(木) ぶっくくん 

２８(金) 「なぎさの子」配付 

 

 

 宗谷小の特徴的な取組の一つである「宗谷
小水族館」の今年度の活動が終了しました。 
 最後の日は、今年できなかった「磯遊び」
の代わりに、宗谷小水族館にいた魚や貝など
の調べ学習を行いました。 
 図鑑やネットで見るだけでなく、実際見た
り触ったりして感じたことや考えたことは、
とても貴重な経験になったと思います。 
 魚や貝の調達にご協力いただいた保護者の
皆様、本当にありがとうございました。 

夢をもつことの大切さ

 校長先生との関わりで、宗谷小学校にシンガーソングラ

イターの「宮沢和史」さんが講話に来てくださいました。 

 「ドリーム・タイム」と名付けられたこの取組では、宮沢さ

んがなぜ歌手になったかの理由が話され、小中学生の児童

生徒に、夢をもつことの大切さが熱く語られました。 

 その言葉一つ一つに熱心に耳を傾ける子供たちの姿が印

象的でした。 

 講話の後半では、宮沢さんが三線を弾きながら「島唄」を披露してくださり、最後は会場全体で「風になりたい」

を大合唱しました。学校間（宗谷小・富磯小・大岬小・宗谷中）や世代を超えて会場が一体となった瞬間で、本当に

夢のようなひと時でした。また、宗谷中の皆さんのお礼の舞「最北ソーラン」の迫力に、宮沢さんも大喜びでした。 

 保護者や地域の方々にもたくさん足を運んでいただき、本当にありがとうございました。大成功でした！ 

【学校評価】まとめ①（児童の意見から） 

 １学期に実施した実施した児童の「学校評価」についてまとめた

ものです。詳しい数値については、ＨＰなどでご確認ください。 

〈成果〉 

○「あきらめないで学習に取り組む」「失敗を恐れずチャレンジ

する」など、学校の重点目標となっている項目の肯定的回答が

高い。 

○「生活リズム」「地域の人へのあいさつ」など、昨年度数値が

低かった項目の肯定的回答が伸びている。 

〈課題と対策〉 

①「家読」「計画的な家庭学習の取組」などの時間が短く、家庭で

の時間の使い方を学校と連携する必要がある。 

②「友達に伝える・友達と話し合える」「学校が楽しい」の数値が

低く、コミュニケーションの取り方や児童が主体的に取り組む

活動をどう作るかを、日常的に工夫する必要がある。 

③「ゲーム・インターネット」の時間や使用法について否定的回

答が多く、早急に家庭・学校間で力を合わせて取り組む必要が

ある。 

④「国語・算数が好き」という児童が少なく、もっと子供たちが

関心・興味をもてる授業づくりを意識する。 


